
健
康
百
科　
　

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
富
士
見

市
・
ふ
じ
み
野
市
で
開
催
さ
れ
る

イ
ベ
ン
ト
等
の
情
報
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。◇　

◇　

◇　

◇

投
稿
は
官
製
は
が
き
で
結
構
で
す
。

 

●
三
芳
町
大
字
竹
間
沢
五
八
四
番
地
三

窪
田　

博
吉

富士
見・ふじみ野

◎
原
稿
募
集
中
…
●
ア
イ
ド
ル
●
こ
ん
に
ち
は
！ 

サ
ー
ク
ル
等 

お
気
軽
に
原
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

あ
て
先

〒
３５４-

８
５
５
５ 

三
芳
町
大
字
藤
久
保 

１
１
０
０
番
地
１
三
芳
町
役
場 

秘
書
室
秘
書
広
報
係

２５８-

０
０
１
９（
内
線
３
１
１
）　

　
　
　
　
　

  

２７４-

１
０
５
４

み ん な の 広 場（ ） （ ）み ん な の 広 場

黄
金
な
す
稲
穂
波
打
ち
ゆ
る
ゆ
る
と
飛
行
船
天
空
の
色
に
溶
け
ゆ
く

祖
父
江
桂
子

笛
太
鼓
法
被
姿
の
孫
娘
を
追
ひ
か
け
る
夫
は
ビ
デ
オ
片
手
に

小
竹
イ
ツ
子

心
臓
に
ひ
び
く
ド
ン
ド
コ
和
太
鼓
は
胎
内
に
聞
く
鼓
動
に
似
た
り

八
重
倉
シ
ズ
エ

秋
の
日
は
や
や
縮
ま
り
ぬ
お
彼
岸
の
墓
参
り
に
良
き
日
和
な
り

布
川　

明
男

言
葉
に
て
い
い
え
、
は
い
を
は
つ
き
り
と
応
へ
る
爽
や
か
さ
思
ひ
て
ゐ
た
り

吉
田　

和
代

ふ
る
さ
と
へ
続
く
こ
の
碧
き
空
と
ん
ぼ
飛
び
交
ふ
稲
田
の
上
を

岩
阪　

幸
代

リ
ハ
ビ
リ
に
励
む
母
を
見
舞
ひ
来
て
褒
め
れ
ば
笑
顔
童
の
ご
と
く上

村
理
恵
子

明
か
り
消
し
窓
越
し
に
見
る
満
月
を
傍
ら
に
語
る
相
手
今
は
な
く泉　

　

郁
子

着
の
み
着
の
ま
ま
幼
子
連
れ
て
引
き
揚
げ
し
母
の
辛
苦
は
如
何
許
り
な
り
き

村
上
美
奈
子

終
戦
の
八
月
の
あ
の
青
き
空
焼
き
つ
き
て
離
れ
ず
心
の
痛
み

下
田　

ふ
き

【
選
評
】
重
大
な
事
だ
け
で
な
く
、
一
木
一
草
を
歌
っ
て
も
、
作
者
自
ら
の
心

情
が
こ
も
れ
ば
立
派
な
短
歌
で
す
。
今
月
も
佳
吟
が
揃
い
ま
し
た
。（
椎
名
）

◆
選
者
・
椎
名
恒
治
（
地
中
海
編
集
長
）

●
投
稿
先
・
森
田
貞
子
（
富
士
見
市
水
子
４
８

８
３

－

１
・
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－

５
３
７
０
）

※
投
稿
者
は
電
話
番
号
を
明
記

上
富
在
住

　
　

井
ノ
上
敦あ

つ

也や

ち
ゃ
ん

平
成

年
５
月
６
日
生

（
父
・
洋
一
さ
ん
）

（
母
・
久
美
さ
ん
）

上
富
在
住

　
　

浜
嶋
亮

り
ょ
う

登と

ち
ゃ
ん

平
成

年

月

日
生

（
父
・
伸
寿
さ
ん
）

（
母
・
裕
子
さ
ん
）

　

こ
ん
に
ち
は
敦
也
で
す
。
か
け

っ
こ
が
大
好
き
　

　

毎
日
幼
稚
園
の
お
庭
で
た
く
さ

ん
遊
ん
で
い
ま
す
。

お
友
だ
ち
と
一
緒
で
と
っ
て
も
楽

し
い
よ
☆

　

こ
ん
に
ち
は
亮
登
で
す
。

　

キ
ッ
ザ
ニ
ア
で
、
ピ
ザ
職
人
、

消
防
士
、
建
設
現
場
の
お
仕
事
を

し
て
き
た
よ

　

や
っ
ぱ
り
自
分
で
作
っ
た
ピ
ザ

は
、
美
味
し
い
な
ぁ
。
最
高
♪

　

今
月
は
、
「
思
春
期
精
神
保
健

相
談
（
ひ
き
こ
も
り
）
」
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
「
ひ
き
こ
も
り
」
と
は
何
で

し
ょ
う
？

　

近
年
、
思
春
期
・
青
年
期
の

こ
こ
ろ
の
健
康
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ひ

と
つ
が
「
ひ
き
こ
も
り
」
で
す
。

「
ひ
き
こ
も
り
」
と
は
、
病
気

の
名
称
で
は
な
く
様
々
な
要
因
に

よ
っ
て
社
会
参
加
の
場
が
狭
ま
り
、

長
期
に
わ
た
っ
て
家
族
以
外
と
の

親
密
な
人
間
関
係
が
な
い
状
態
で

す
。

○
「
ひ
き
こ
も
り
」
の
要
因
は
？

　

思
春
期
・
青
年
期
に
見
ら
れ
る

「
ひ
き
こ
も
り
」
の
様
々
な
要
因

の
中
に
は
、
こ
こ
ろ
の
病
気
（
統

合
失
調
症
、
う
つ
病
、
強
迫
神
経

症
な
ど
）
が
考
え
ら
れ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
反
面
、
「
社
会
的
ひ

き
こ
も
り
」
と
い
わ
れ
る
特
に

は
っ
き
り
し
た
理
由
や
原
因
が
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
長
期
に
わ

た
っ
て
ひ
き
こ
も
っ
て
い
る
人
々

も
い
ま
す
。

○
「
ひ
き
こ
も
り
」
の
相
談
は
？

　

ま
ず
は
、
ひ
き
こ
も
り
問
題
で

困
っ
て
い
る
方
か
ら
の
相
談
が
第

一
歩
で
す
。
ひ
き
こ
も
り
の
お
子

さ
ん
を
心
配
す
る
あ
ま
り
、
家
族

が
不
眠
や
抑
う
つ
状
態
な
ど
心
の

変
調
を
き
た
し
て
い
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
相
談
を
す
る
こ
と
で
問

題
が
す
ぐ
に
「
解
決
」
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ご
家
族
が
抱

え
て
い
る
問
題
と
悩
み
を
整
理
す

る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
き
ま
す
。

　

健
康
福
祉
課
（
地
域
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
こ
こ
ろ
の

健
康
づ
く
り
に
関
す
る
相
談
・
支

援
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

体
の
健
康
と
同
じ
よ
う
に
「
こ
こ

ろ
の
健
康
維
持
」
に
は
「
正
し
い

知
識
」
「
早
期
発
見
」
「
早
期
対

応
」
が
と
て
も
重
要
で
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
（
相
談
内

容
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
）

　

な
お
、
相
談
は
完
全
予
約
制
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

お
電
話
に
て
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課

（
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
）
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今
年
米
早
々
と
ど
く
父
母
の
味　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
田
ふ
み
子

満
ち
満
ち
て
赤
い
林
檎
の
輝
き
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

登
坂　

喜
子

行
く
秋
を
御
堂
め
ぐ
り
て
惜
し
み
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
井　

昌
雄

行
く
秋
の
散
り
行
く
葉
数
留
処
な
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

正
三

こ
の
穴
に
見
覚
え
が
あ
り
障
子
貼
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　

幸
三

山
茶
花
や
昔
名
主
の
大
家
敷　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

忽
滑
谷
紫
畔

山
間
に
し
ぶ
く
滝
音
秋
時
雨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
下　
　

茂

菜
園
の
新
芽
に
注
ぐ
初
時
雨　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
田
キ
ヨ
子

時
雨
る
る
や
笛
お
ご
そ
か
に
地
鎮
祭　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
重
倉
寂
志

終
戦
後
「
り
ん
ご
」
の
歌
に
励
ま
さ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
原　

静
枝

炊
き
上
が
る
飯
の
香
の
せ
て
根
深
汁　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
沢
黄
名
子

滝
し
ぶ
き
か
か
る
近
さ
や
秋
麗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
野　

嘉
子

武
家
屋
敷
簡
素
な
庭
に
う
め
も
ど
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
泉　

か
ね

妻
旅
へ
冷
め
た
新
米
独
り
味　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
谷　

善
満

晩
秋
の
夕
陽
歩
道
の
己
が
影　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

竹
松

街
路
樹
の
紅
葉
色
増
し
空
青
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
山　

梅
子

夜
風
鳴
り
奏
で
る
虫
の
声
沈
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

英
水

葱
味
噌
で
更
に
一
杯
夕
餉
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佃　
　

浩
子

葱
ぬ
た
も
一
品
加
え
お
も
て
な
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
西　

靖
子

音
楽
祭
楽
し
く
終
わ
る
冬
日
和　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
や
す
乃

こんにちは ! サークル　 オペラ・リリカ・ふじみ野

「
入
間
東
部
市
民
オ
ペ
ラ
の
会
」

は
、
「
オ
ペ
ラ
・
リ
リ
カ
・
ふ
じ

み
野
」
に
名
称
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
プ
ロ
、
ア
マ
一
緒

に
カ
ル
メ
ン
、
ボ
ッ
カ
チ
オ
そ
の

他
の
オ
ペ
ラ
を
演
奏
し
て
き
ま
し

た
。
来
秋
は
、
オ
ペ
ラ
「
椿
姫
」

を
演
奏
予
定
で
す
。

　

現
在
団
員
募
集
中
で
す
。
男
声

の
方
も
、
女
声
の
方
も
、
ぜ
ひ
一

度
見
学
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

練 

習
日　

第
１
火
曜
日
、
午
後
７

時
〜
、
第
３
日
曜
日
、
午
後
２

時
〜

場 

所　

三
芳
町
・
ふ
じ
み
野
市
の

各
公
民
館

連
絡
先　

小
林

267

－

５
１
２
６

　
　
　
　

堤

258

－

８
９
２
５

ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ

　

キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
属
地
中

海
沿
岸
原
産
。
冬
か
ら
早
春
に
か
け
て
咲
き
始

め
、
晩
春
ま
で
楽
し
め
る
。
花
色
は
、
白
、
紫
、

ピ
ン
ク
、
淡
緑
色
と
豊
富
で
あ
る
。
冬
枯
れ
た

庭
に
、
小
首
を
傾
け
る
よ
う
に
や
さ
し
い
姿
を

み
せ
て
く
れ
る
。

富
士
見
市

純
米
吟
醸
酒
「
縄
文
海
進
」
を
数

量
限
定
発
売

　

富
士
見
市
内
で
生
産
さ
れ
て
い

る
酒
造
好
適
米
「
朝
の
光
」
を
使

用
し
て
特
別
に
醸
造
し
た
純
米
吟

醸
酒
「
縄
文
海
進
」
を
発
売
し
ま

す
。
年
末
年
始
の
贈
答
品
と
し
て

も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

販
売
は

月
９
日

か
ら
市
内

酒
販
組
合
加
盟
店
で
取
り
扱
い
ま

す
。
予
約
も
承
り
ま
す
。

・

　

１
９
９
５
円

　

（
税
込
価
格
）

・

　

９
９
７
円

　

（
税
込
価
格
）

問
い
合
わ
せ　

富
士
見
市
商
工
会

　

－

７
８
０
１

ふ
じ
み
野
市

大
井
寄
席

　

大
井
中
央
公
民
館
で
、
若
手
落

語
家
の
出
演
に
よ
る
寄
席
が
開
か

れ
て
い
ま
す
。

チ
ケ
ッ
ト
は
大
井
中
央
公
民
館
で

発
売
中
。
前
売
り
券
の
電
話
予
約

も
で
き
ま
す
。

日
時　

月
８
日

、
開
演　

午

　

後
３
時
（
開
場
２
時

分
）

場
所　

　

大
井
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

出
演　

三
遊
亭
夢
吉

前
売
り
券　

円
、
当
日
券

円

問
い
合
わ
せ　

大
井
中
央
公
民
館

　

－

０
６
４
８


